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１９９７年のトラストトレイン運転日決定！！
みなさまお待ちかねの本年の

トラストトレイン運転日が決定しました

以上が今年の運転日ですが、３月２３日の運転は大井川鉄道との共催で行わ
れる、ボランティア教室の関連で運転され、５月２５日はパソコン通信のニフ
ティサーブ鉄道フォーラムが開催するスプリングキャンプ'97（詳細は８～９
ページ）の特別列車として運転されるものです。
そして、７月１９日にはトラストトレインが１０周年を迎えます。
この日は記念列車としての運行も計画されていますので、ご期待下さい。
そして、今年もみなさまのご協力と参加をお待ちしています。

３月２３日（日）※
　４月２６日（土）
　　５月２５日（日）※
　　　５月３１日（土）
　　　　６月２１日（土）
　　　　　７月１９日（土）
　　　　　　８月３０日（土）
　　　　　　　９月２７日（土）
　　　　　　　　１０月４日（土）
　　　　　　　　　１１月２９日（土）

下り
金谷１２：４６ 発
‖

千頭１４：０７ 着

上り
千頭１５：３０ 発
‖

金谷１６：４９ 着
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のご紹介。その後まさに二時間か

けた自己紹介。夕食後の懇親会

→あくまで、飲むためより語るため

にあった様に思いますし、その意

味では総会への序曲。そして翌

日、共永興業（株）殿のC57→保

存のパーフェクトを見せつけられ

た思いがします。ここまで盛り上

がったところで総会、しかも終了

予定時間を二時間繰り下げて！で

も、第一議題にすら「入れなかっ

た」事実。これをどう解すべきで

しょうか。

　今年の総会は、前日の“二時

間”かけた自己紹介の時にも「１０

年目の節目、次へのステップアッ

プのために過渡期で重要な時

期」が共通な認識であったように

感じていたのですが。

　総会開会前会報の編集後記で

「噴火」があったので、それへの

疑問、感想に所要の時間を必要と

したにせよ、これでは私も含めて

出席者一同反省が必要ですね。

プログラムに予定してない報告は

後日の会報で、必要な報告類は

文書を前提に補足説明程度にす

ることは最小限の処置ではない

でしょうか。出来得れば提案等は

事前に要旨メモを事務局に提出、

それらを総会前の会報に掲載、そ

れが不可能なら総会開会前に資

料として配布等が慣行になれば

議事は多面深層に成るばかりで

なく、それこそ意見を知ることによ

り本当の懇親が出来ますね。

　また、編集後記の問題提起が

サークルにとって「激震」なら、一

連のプログラムを大変更する柔

軟性も必要でしょう。

分科会は何故いけないの？
教えてください！

　分科会方式を何故考えたの

か、事務局より説明がありました。

「節目対応」、「整備・運行活動と

組織体制の両輪レベルアップ」等

充分な検討をしたいためとのこと

で、私としては理解できました。総

会等で分科会が何故否定される

のか、ご意見の開陳が当然あると

思ったのですが、残念ながらあり

ませんでした。編集後記氏・それ

と同意見の方にお願いしたいの

です。どうも分科会の可否以前の

問題もある様にも考えられますし、

私のようなノンポリには今一真意

が理解できません。この種の問題

は事情通の方々の「コップの中」

なのでしょうが、編集後記で水が

こぼれたのなら、それなりのご説

明があってしかるべきでしょう。

　私は事情通の方々を批判をし

ているつもりは全くありません。事

情通の方々のボランティア精神と

具体的活動がサークルの要であ

り、サークルとはそうした要が無い

限り一歩も動かない団体廃棄物

（幽霊団体）になることは必然で

しょう。

サークルの活動体制について
要は必要！

　ノンポリの私の狭い視点で恐

縮ですが、この一年サークルは昨

年より充実しているように感じて

います。トラストトレインの運行日

にはより大勢のボランティアが参

加しますし、会報もご努力の効果

が明らかです。総会の運営も昨

総会の感想アンケートから⑴

率直な話し合い以外に「脱皮」の方法はあろうか！？
―鉄道サークル総会に参加して― 鈴木毅一

　私はトラストの会員であり、且

つ、鉄道ファンでありながら、滑稽

にも長い間、トラストトレインは、

（財）ナショナルトラストの委託を

受けて大井川鉄道だけで維持・

運行されているものと思っていま

した。トラストの会報でトラストとし

てのトラストトレイン活動を散見し

ていても、募金呼びかけはあるも

のの行動参加の呼びかけはあま

り見かけず、鉄道OB等専門家が

某かの支援をして頂いている程

度と思っていました。そんなノン

ポリですが、四年前になりますか

都電荒川線探訪の催しを機会に

鉄道サークルの存在を知り入会

させて頂きました。

　以来、運行時清掃年１～２回、

東京での例会、春の客車整備、

昨年の総会等に参加させて頂

き、徐々にではありますがサーク

ルの実体が見えてきたように思い

ます。まだまだ青葉マークですが

今年の大乗院の講演会から総会

まで全行程を参加した体験も含

めて、幾つかの問題提起をさせ

て頂きます。来春には臨時総会の

開催が総会の総意として確認さ

れました。意見交換の肥やしとな

れば幸いです。

兎に角驚いた！
　今年の総会関連行事、プログ

ラムとしては最高だったと思いま

す。トラストの拠点大乗院の静け

さの中での小池先生のご講演→

中世初期の保存活動中のお庭を

背景に、近世技術と社会貢献を

称えるイギリスの保存鉄道運動
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右が別構造や自動車のような独

立懸架ではなく、正に鉄道車輪で

しょう。それを貫く車軸（共通キー）

は「保存」でありましょうし、形態的

に云うなら大井川トラストトレイン

ワーキング、より幅広に定義するな

ら（財）ナショナルトラスト鉄道部

門ワーキングとなりましょう。だから

先輩達は約１０年の永きに渡って

大井川通いを続けて来たので

しょう。

　十年の積み上げで、非走行部

分の清掃と内装修理、そして運行

補助（乗降口監視）をしてきまし

た。しからばこれから先、

①私たちのワークする部分を一

歩一歩拡大する計画を持つの

か、

②それはプロの領域の越えがた

い３８度線と判断し、大筋現在のレ

ベルに止めるべきなのだろうか。

これこそトラストもサークルも検討

しなければならない戦略課題で

しょう。

　私見としては、３８度線として越

えられないと自己規制した瞬間

から、調査活動、探訪活動等に活

路を見いだす外、運行ワーキング

は長期低落傾向をたどるのでは

ないでしょうか。

　大井川鉄道39.5㎞の営業路

線のハードルが高いことは充分

承知の上として、今後の鉄道保存

活動の多様な展開を予想したと

き、実力を付ける活動を計画的に

配置する事が重要でしょう。例え

ば「トレイン学校」を開設して、維

持管理（内外装錆落とし、塗装、

木工etc）と運行安全（特に非常対

処）辺りからプロの伝授を受ける

機会があればと思います。それら

がボランティアマニュアルの作成

にも役立つでしょう。

　外国ではアマの車掌さんがい

たり、運転手さんがいたりしてい

るようです。規制緩和の動向を他

人ごととしない努力が大切だと思

います。

ヨ5000について
　これについての意見は「分科

会」への提案として、以前に事務

局に別紙をご送付差せて頂いて

おりますので、添付別紙とします。

その他
１.ボランティア保険について
　主催を明確にするという意味

での私の質問に対し、トラスト及

びご出席の会員から、ご意見の

開陳がありました。曰く「ボランティ

ア保険はボランティア自身が掛け

るべきである。」とのことでした。ご

見識でありましょう。

　ただ、私が大井川のトラスト運

行日に見かけるのは、

①若い人も少なからず来ており、

保険に入っているのか心配。

②万一の時そのご家族から体制

の不備を指摘されたとき、世話役

のご苦労を少しでも和らげる視点

も必要。

③日本ではボランティア保険を主

催者が掛ける習慣（行政が行うイ

ベントのボランティアもこの例が

多い。）等から主催者責任の範囲

と考えます。

２.パソコン通信の活用について
　この件については原則として

賛成です。ただし原則と云う「条

件」を付けさせて頂くのは、ファッ

クスの無い人・嫌いな人、パソコ

ンの無い人・嫌いな人も結構いる

ことをお忘れ無く。よって、ファック

ス通信及びお手紙も併用として

頂きたいのです。そのために

年に比べ会計報告及び予算が

審議確認されました。事務局変更

後の初年度として、また、昨年の

総会でみんなが選出した事務局

として、より改善点はあるものの合

格点と思っていたのですが‥‥。

　ただ、編集後記にもあり、総会

でトラストの米山課長からのご要

望のあった、「トラストとの連絡・協

議体制及び担当者の明確化」に

ついては早急にハッキリとさせる

必要がありましょう。車の両輪の片

側からのお申し入れであることは

今更付記するまでもないことで

す。見学したC57は車の両輪が

一体であることを私たちに改めて

教えていますね。

　「幹事」体制が「担当」体制に変

更された。方向としてはサークル

員の水平分散を求めることで理

想であり、現代思考でしょう。しか

し、どんな呼び方をするにしても

サークルには要がなければ何も

動かないのもまた事実。そして

「要」とはリーダーであり世話役で

ありましょう。サークルを動かすた

めの要の指導性は原則的に尊重

されていると感じていましたが

‥‥。

　あるべき理想は理想、現実は現

実として動かしていく必要性は、

小池先生のイギリスの保存運動

のお話にもそうでした。

プロの壁は越えられないのか！
　青葉マークの不遜の輩がとお

思いでしょうが、少し割り切った言

い方をお許し下さい。

　このサークルはナショナルトラ

ストとの係わりが本務であり、その

他は会員の親睦と見識を高める

ための云うならばオプションと考

えるべきでしょう。例えて云えば、

ヨーロッパの新形トラムの様に左



4　とらすととれいん3月号

別記
「鉄道サークル」総会に対する今後の活動計画（一部）についての提言（案）

１.（財）日本ナショナルトラスト幹部と鉄道サークル会員との懇談会の開催を要望する。
趣旨
・ 保存活動の長期展望についてマネージメントスタンス、テクニカルスタンスとボランティアスタンスからの

意見交換と共通認識の確立

・ その中にあって、車輌修繕、運行時清掃及び添乗ボランティア（鉄道サークルの活動そのもの）について

の意見交換と恒常的強化策の模索

・ 特にボランティアの研修等技量向上策、更には地元静岡地域のボランティアの増加策等

２.ヨ5000について
認識

（財）日本ナショナルトラストに関連する「鉄道サークル」が、所有する保存車輌を維持できないようでは弁明

の余地がない。

具体策
大井川鉄道（株）等によるプロ視点の診断（状況及び回復費用等）依頼
　・大井川鉄道（株）、（財）日本ナショナルトラストのご協力取り付け

　・回復のレベル（静態か動態か）とその費用の相関

　・サークル員による修繕の場合のアドバイス

サークル自身による修繕回復計画の確立
　・回復レベル、作業場所等の策定

　・自己修繕部分と業者外注部分の経費、技術面の策定

　・スケジュールとボランティア動員計画の策定

ヨ５０００ファンドの復活とサークル員各位への呼びかけ
　・金額の策定

　・（財）日本ナショナルトラストのご協力を得て、世間にも協力呼びかけ

作業プロジェクトの組織化
財政状況、策定進捗、作業進捗等の情報報告

ファックス、お手紙取りまとめ係が

必要なら手紙の取りまとめ程度な

ら、お手伝いをいたします。何故

手紙だけかと言えば私の家には

ファックスもパソコン通信機器もあ

りませんので、、、あしからず。

終わりに
　「楽しくなければサークルじゃ

無い」ごもっともです。加えて「情

報が豊かでないと良いサークル

じゃ無い」ともしたいものです。臨

時総会に向けて率直な意見交換

は、明日への階段登りとして効果

有るものにしたいものですね。

　総会の日だけの討論ではダメ

だと思いますよ。総会前に方向が

見えますように！

　世話役の方々誠にご苦労さま

で御座います。

　時節柄一層のご健勝で。

法的な所有権や千頭にあること

について大鉄との関係がどうなの

かよくわかりませんが、トラストトレ

インのように所有権が財団にある

ものは、極論をいえば会員は何も

１.ヨ５０００
　活用方法としては、千頭駅構

内での静態保存でよいと思いま

す。但し、腐食防止等の廷命工事

は本腰を入れる必要があります。

鉄道サークル総会について
　前日に宿合で配られたレジュ

メはよくまとめられていて感服しま

す。それで、それに沿って私の考

えを述べる事にします。

多田　真太郎

総会の感想アンケートから⑵
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しなくても財団が保守や管理をし

ます。しかし、ヨについては財団

は無関係なので、会員が何もしな

いと朽ち果ててゆくのみです。そ

してヨの状況は今日のサークル

の在り方を象徴している気がしま

す。

　なお、本題とは離れますが、貨

車の保存についてはもっと考え

ても良いと思います。それは、走ら

すにしても、人を乗せないため

に、また車体も小さいために、す

べての面でやりやすいと思いま

す。貨車なら個人でも購入できそ

うですし、また貨車ばかりの展示

も意味があるし、貨物列車の運転

が出来たら理想的です。

２.サークル活性化の為に
　A.コミュニケーションの手だて
　以前、水谷さんと話したことが

あるのですが、私の考えは、会員

名簿を充実させることです。コ

ミュニケーションが成立するため

には、相手をよく知っていることが

前提になります。つまり、自分の隣

に座っている人または一緒にオ

ハニの床掃除をしている人は何

県何市から来た誰と知っている

だけでは、その人を知っているこ

とにはなりません。その人の関心

やテーマ（車両か施設か写真か

模型か、そして例えば車両なら、

電車か機関車か客車か、さらに

動態か静態か）、考えていること、

やりたいこと思っていること、と仕

事を知っていることが、その人を

知っていることになるわけです。

大乗院での自己紹介の時、整理

回収銀行の発足にあたって幹部

職員は合宿で一人二時間の自

己紹介をした、という事に触れた

のも、それを言いたかったわけで

す。したがって、名前と住所の一

覧表では役に立ちません。むし

ろ、データベースと言うべきものを

作る事が必要で、それがあれば、

会員同士が、勝手に話せそうな人

を見つけてコミュニケーションが

成り立つでしょう。具体的な手段

は、手紙、電話、FAX、パソコン、何

でも自由です。そして大切なの

は、勝手にやることで、事務局を

経由することを義務づけてはダ

メ、という点にあります。

　なお、仕事、というのは、その人

の考え方に大きな影響を与えて

いるからです。それは、製造・技

術・研究関係の仕事の人と、事

務・営業の仕事の人の雰囲気の

違いでもあり、これは会員を見ても

解ると思いますし、それだけに、決

して小さな違いではないと私は考

えています。

　B.新入会員の獲得
　ニフティからの申し入れに対し

て、米山さんはどういう人の集まり

か聞いたそうですが、それは、何

のサークルかという事と同時に、ど

ういう人たちが居るのかというのも

重要だという事実だと思います。

そこで、職業、年代、住所、などが

すべて違う人、そして勿論女性も

いることの証拠として、何人かの

人にそれぞれの要素の代表に

なってもらって、自己紹介している

ような入会案内を作ると、新規加

入しやすいのではないか、と思い

ます。特に、女性の会員は、仲間

が居そうでなければ加入しないと

思われます。

　C.サークル誌
　一部のひとにしわ寄せが行っ

ている事実には申し訳ないと思

いますが、しかし、逆にそうでなけ

れば発行出来ないような気もしま

す。専従者（それを仕事にしてそ

れで生活している人）が許されれ

ば理想的ですが、不可能とすれ

ば、さしあたり改善方法はないと

思っています。但し、パソコン通信

やFAXがあれば、財団の事務所

に行く必要はないので、そういう

設備のある何ヵ所かで分担出来

ると思います。私個人も、いつか

はFAXやプリンターを揃えたいと

思っていますので、その時はお手

伝いできるでしょう。なお、その時

は、私は共同作業ではなく一人で

すべて処理したいと思っていま

す。

　D.会計報告と会費
　会費は三千円でも良いとおも

いますが、その辺が限度かも知れ

ません。また、使途は会報関係を

中心にすベきではないか、という

気がします。

３.トラスト事務局と
　　　　　　　サークルの関係
　これが本題でしょうが、問題の

内容については、レジュメ以上の

要約はあり得ない、と思いますの

で、それに沿って、具体的に考え

てみたいと思います。

　満九年のトラストトレインの運

転実績は偉大なものというべき

で、その実績に基づいて様々な

問題が出てくるのは当然ですが、

一言でいえば、ボランティアのあり

方を一度考えるべき時がやっと来

た、という事と私は理解していま

す。例えば保険費の自己負担に

象徴されるような自己責任の原

理は当然のことで、まさに米山さ

んの言うとおりですし、それはさら
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に徹底理解してもらうべきでしょ

う。

　しかし、問題はそもそもボラン

ティアの条件とは何かという事だ

と思います。私は、ボランティアの

条件は、その人が何かの専門技

術を持っていることだと思いま

す。したがって、表現に問題があ

るかも知れませんが、鉄道サーク

ルのボランティアは、パートの掃

除のおばさんのレベルであって、

厳密にはボランティアではないと

思います。そして財団が鉄道

サークルに期待しているのもその

レベルだと思われま。

　私は、ボイラーはもとより補修に

関しては専門家の領域である、と

最初から考えており、技術の習得

は出来ないし、したいとも思って

いません。専門技術者がトラスト

に賛同して参加してくれればボラ

ンティアになりますが、そうなると

大鉄技術サービスと正面から競

合します。つまり、現実的にボラン

ティアの資格を持っているのは鉄

道サークルの会員ではなく、大井

川鉄道本体です。

　それはともかく、財団とサークル

境界は車両本体に関わるか否か

で、簡単に言えば、財団は補修で

サークルは清掃という事になると

考えています。したがって、白熱

灯化は財団の担当であっても

サークルに期待されるものではな

い、という訳です。そしてその辺

の割り切りが財団とサークルの双

方において明確に認識されてい

ないと私は思っています。財団が

補修にどこまで責任を持つつもり

か知りませんが、決定権が財団に

あるのは、所有権が財団にある

からで、所有権という地点からみ

るなら、サークルにとって重要な

のは、トラストトレインよりもヨ５０００

である筈です。

　念のために言えば、清掃、という

ことを私は軽く見ているのでありま

せん。堂 と々構内に立ち入って、

営業開始前の本物の車両に手を

触れるというのは大きな魅力であ

り、鉄道ヘの親しみを増し、鉄道

への関心を持つひとの裾野を広

げるという意味で極めて効果的

であって重要なことです。そして、

磨く、きれいにするというのは誰に

対しても一番訴えるものですか

ら、まさしくサークルに相応しいと

思っています。

　サークルはあくまで清掃の次元

に留まり、そこに飽き足らない会員

は別のところで活動し、その結果

をまたOBとしてサークルに還元

すれば良いと思います。そしてそ

れは会員の新陳代謝でもあり、べ

つの言い方をすれば、会員は成

長しても、サークル自体は成長す

る必要はないという意味です。で

すから、サークル自体が高度なレ

ベルになってしまったら、鉄道に

親しみを感じ始めたような人はつ

いて行けないし、それでは裾野の

拡大にはならないと思います。清

掃ということはずっと有りますか

ら、そこをベースにして次のステッ

プを考える人には道を示すこと。

つまり私は、サークルの役割は橋

渡しだと思います。

　言い換えれば、保存そして補

修の主体は財団であって、サーク

ルではないという意味です。やや

堅い話になりますが、補修や保存

や運転や管理のような、対外的な

折衝そして契約のような法律的

行為は、任意団体であるサークル

には権利能力がないということで

す。（こういう視点は、預金や融資

取引するときに、相手の権利能力

を基準にする銀行的な発想で

す）

　もとより、積極的に補修に関わり

たい、関わるべきだと考える会員

がいるのは自然なことですが、補

修は財団の領域であることを前

提にすべきです。ボイラー補修に

触れた白井さんの文章は、財団

の管理と保守の意志がどこまで

本気か問いかけたもので、会員に

技術習得を求めたものではない、

と私は解釈しています。それで

は、補修に力を入れたい会員は

どうすべきかというと、完全に個人

の資格で行うという道がまずひと

つあります。これはサークルを出

て行けということではなく、所有権

を持て、という意味です。簡単に

言えば、自分のものなら、自分の

好きなように出来るという意味で、

そうでないから、財団との食い違

いが起きるわけです。さらに、経済

的裏付けが極めて重要なことは

言うまでもないはずです。そこに、

サークルの会員を増やすことの

第二の意義がありますが（つまり、

サークルに資金力または資金集

めの力があれば、財団にもどんど

ん言えるということ）、その点はあ

まり意識されていないかもしれま

せん。

　小池先生のイギリスの保存鉄

道の話を聞いて、一番感じたの

は、日本ナショナルトラストは、自

前の線路を持っていないことで

す。トラストトレインは、本当に金谷

から千頭まで走らねばならないの

でしようか。千頭と川根両国間で

も良いと思います（実現の可能性

はともかくとして）。そして、さらに

は、民家や大乗院等と一緒に財

団が鉄道まで手を広げるのは本
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当に可能なのか、という疑問がお

きます。多分、イギリスの保存鉄

道は、その意味では鉄道専業だ

と思われるし、だからこそ可能な

のだと思う次第です。

　私の言いたいのは、財団の理

念と方針と能力に何か明確でな

い部分があるように思われる事

です。そして大本がそうなら、鉄

道サークルが混乱するのもやむ

を得ないかな、という気がします。

　実は、私は日本ナショナルトラ

ストの主旨に賛同して会員になっ

たというより、鉄道サークルの会

員になるために加入したようなも

のですが、本来はトラストの会員

であることを前提にすると、財団

に対するサークルの自主性という

ことは、気持ちとしては自然です

が、論理的には無理な事だと思っ

ています。財団は法人だが、サー

クルは任意団体で規約も代表権

限者もいないのですから、財団対

サークルという問題自体が成立

しない、と言っても同じです。小池

先生も米山さんも、楽しくやりたい

と言われたと思います。私もそう

思いますが、具体的には皆違うよ

うに思います。私は、楽しくやるた

めにこそ、実務面での関係と限界

を明確にする必要があるのだ、と

言っておきたいと思います。

　サークルは清掃担当でよい、と

いうのは、サークルと会員の関係

で言えば、サークルは何かをする

組織ではなくて何かを話す場で

ある、と私は考えるからです。清

掃にもプロとアマの違いは勿論

ありますが、それはひとまず無視

していうと、清掃というのは責任

者だとか段取りだとかプロセスだ

とかを気にしなくても出来る単純

なことの代名詞だからです。サー

クルは組織原理でいえば実体の

ないもので、サークル会費未納で

もトラスト会員であることに影響し

ないように、総会で決まったことも、

何の拘束力もないと考えるべきで

す。したがって、総会で決まったこ

とというのは、こういうことをやりた

い、という希望の伝達とおなじで

すから、総会での承認が必要とい

う論には根拠がないわけです。そ

れは、サークル会費未納者には会

報が行かない（費用負担しない

のだから当然）だけで、除名され

ないことでわかるとおもいます。

　分科会が成立しなかったのは、

年に一度の総会の時だけを前提

にしすぎたためだと思います。誤

解を恐れずに言えば、勝手にどん

どん作って、話し合いをしていれ

ばよく、話し合いの中で出てきたこ

とのうち、より多くの人の協力を得

たいこと、より多くの人に知らせた

いことがでてきたら総会なり会報

などで知らせればよく、それ程でも

なければ、電話やFAXなどで良

い、と思います。つまり、私は誰か

とこういうことを考えたい、こういう

ことをしたいという意志表明が分

科会の宣言ですから、意見のある

方は私までご連絡くださいと言え

ば、その人がとりまとめ役または世

話人になるわけです。

　そして総会というのは、コミュニ

ケーションの前提である相手をよ

く知る場と考えるべきなのに、思想

統一を計る場と勝手に誤解する

から、問題が主導権の次元に転

落して、総会で決めろとかプロセ

スが問題という一見もっともらしい

論がまかり通るわけです。

　それはともかく、レジュメに戻っ

てまとめると、

☆財団とサークルの関係は、トラ

ストトレインに関する限り車両の所

有権によってハッキリしており、会

員の自主性というような余地は論

理的には難しい。

☆にもかかわらず、自主性を考え

るなら、サークルとしての経済力

つまり独自の資金を持たない限

り、意味をなさない。

☆したがって、自主性の余地が

あるのはサークルとしてではなく、

会員個人の次元の問題である。

☆会員個人が自主性を発揮し、

次のステップを目指すなら、分科

会等のようにテーマのハッキリし

た話し合いの場の設定と、コミュ

ニケーションの条件作りが必要に

なる。

　以上が私の考えで、考えてい

ることと、考える道筋が全く予想外

かもしれませんが、それは、純粋

に鉄道文化財やトラストトレインそ

のものについて考えているからで

はなく、仕事と同じ視点でサーク

ル、つまり人間について考えてい

ることによると思います。

　もう一度繰り返せば、サークル

の今後が問題なのではなく、会員

自身がサークルで何を話すか、

あるいは話したいかこそが問題

なのであると私は思います。そし

てその事が明らかになったこと、

そういう事について話が出来る

時がきたことは大変意味のあるこ

とで、それこそサークルの誇りで

あると考えています。
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退職された方まで幅広い会員か

らなっています。

　パソコン通信は、自分のパソコ

ンやワープロで作った文章や画

像を、電話回線を使ってホスト・コ

ンピュータと呼ばれる大型コン

ピュータに送信することで成り

立っています。この記録された文

章や画像を、他の会員が呼び出

して情報を得るわけです。例え

ば、トラストトレインのボランティア

をやった夜。自宅に帰った参加者

は、その感想をワープロで綴り、

NIFTY-Serve の鉄道フォーラム

で“発言”します。すると、他の会

員はその感想発言を読んで「面

白いから自分も参加したいです。

詳しいことを教えて下さい。」と“コ

メント”します。それを元発言した

会員が読むと、「来月○日に次の

ボランティア活動がありますので、

事務局に電話して参加申し込み

して下さい。」と返事をするといっ

た具合です。

　このように、いつでも世界中の

どこからでも参加できる鉄道

フォーラムですが、常に電話回線

という「オンライン」での会話です

ので、時には電話回線なしの「オ

フライン」で会いたくなります。要

は、直接会うわけですね。このよう

な集いを「オフライン・ミーティン

グ」と称し、略して「オフ」と呼ばれ

ています。新線が開通するからオ

フをやろうとか、年の瀬には忘年

会オフをやろうなどと、全国各地

で頻繁にオフが開催されていま

すが、鉄道フォーラムとしても年に

一回大規模なオフを実施してい

ます。これが、Spring Campと称す

る全国オフで、略して「SC」と呼ん

でいます。当初は飲み会プラスα

程度の規模だったSCですが、

年々会員が増大するに連れて規

模が大きくなり、４年目からは泊まり

がけを基本にした開催とし、６年

目からは貸切列車を仕立てるよう

になりました。その貸切列車も、飯

田線をまる一日かけて旧形客車

に乗り通そうとか、旧形客車で碓

氷峠を越えようといった、ちょっと

趣向を凝らした形態にしていまし

た。そして、昨年は更に鉄道趣味

者として社会的な活動もできれば

との発想から、南部縦貫鉄道の

レールバスを日中貸し切って、地

元とタイアップしたイベントを実施

した地域興しを目指しました。残

念ながら南部縦貫

鉄道は間もなく終焉

を迎えるということで

すが、当日のインパ

クトは同鉄道にも地

元の各方面にもイク

パクトが大きかった

とのことで、２月１４～

１５日に再度鉄道

フォーラムのオフとし

て訪れることになっ

鉄道フォーラムと Spring Camp について
ニフティ・サーブ鉄道フォーラム・マネージャ　伊藤博康

　鉄道フォーラムは、国内最大の

パソコン通信ネット NIFTY-Serve

（ニフティ・サーブ）を使って鉄道

趣味活動をしている団体です。

NIFTY-Serveの会員数は２００万

人を超えていますが、その会員の

利用の大半は「フォーラム」と呼ば

れる同好会のような場所となって

います。この「フォーラム」は多分

野に亘って開設されており、現在

６００以上にも及んでいます。その

中で、鉄道フォーラムは「本館」

「JR館」「私鉄館」「専門館」の４

フォーラムを持ち、姉妹フォーラム

である鉄道模型フォーラムも加え

ると５フォーラムの体制になってい

ます。この鉄道フォーラムは

NIFTY-Serveの数あるフォーラム

の中でも人気フォーラムとして知

られ、約２万名の会員が毎日鉄道

趣味について語り合っています。

　会員は広く日本全国に分布し

ており、その構成はほぼ人口に比

例しているとともに、欧米をはじめ

遠くアブダビから定期的にアクセ

スしてきている会員もいます。年

齢層は、パソコンを使用すること

から２０代後半～３０代が中心と

なっていますが、高校生から定年

昨年行われた南部縦貫鉄道七戸駅での記念写真
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た同地からは、全面的な協力体

制をいただいています。

　ところで、鉄道フォーラムは１９８

７年４月１５日に、NIFTY-Serveが

サービスを開始すると同時にス

タートしました。ですから、今年４月

１５日で丁度１０年となります。そこ

で、今年は１０周年記念として、同

じく１０年目を迎えられるトラストト

レインとタイアップした企画を立

てました。上記のように、ただの趣

味者の満足から一歩進んで、何

らかの社会的貢献ができればと

の方向性からも、歴史ある鉄道車

両の保存活動とともにそのボラン

ティア活動を行っていられるトラ

ストトレインは、タイアップさせてい

ただきたい対象と考えていまし

た。鉄道フォーラムの会員にもトラ

スト会員はいますが、ほとんどの

会員は、興味があるもののボラン

ティア活動への参加もしたことが

ない方です。ですから、このSC'９７

をきっかけにして、鉄道フォーラム

の会員にトラストトレインや財団の

保護事業のことを知っていただ

き、実際にボランティアに参加し、

その列車に乗り、納得したうえでト

ラスト会員になってもらえれば、こ

れは双方にとってメリットがあるこ

とであろうと考えています。

　この企画の成功には、財団なら

びにトラスト鉄道サークル会員の

皆さんのご協力が必要です。会

員充実のためにも、皆さんのご理

解とご協力をいただれば幸いで

す。

どうぞよろしくお願いいたします。

１９９７年鉄道サークル関西の予定
３月１６日（日）
四国方面鉄道史跡見学会（青春１８切符使用）

京都7:30/大阪8:00発の新快速先頭車輌に集合

三宮8:21⇨西明石8:41⇨9:01姫路9:07⇨9:39播州赤穂9:46⇨10:55岡山11:02⇨（マリン２１号）

⇨11:41坂出11:46⇨12:01多度津（四国鉄道発祥の地を見学及び昼食）13:15⇨（車中より琴平参
宮電鉄の隧道遺構見学）⇨13:29琴平

琴平駅舎及び鉄道資料館見学の後琴電にて高松へ（車中より旧畑田変電所、プラットホームより仏生
山車庫見学）
高松16:17⇨（マリン４２号）⇨17:15岡山

又は16:47⇨（マリン４４号）⇨17:45岡山　岡山にて解散

５月１１日（日）
加悦興産㈱新カヤSL広場見学及び定例会

10:00　福知山駅集合　

７月６日（日）
13:00　交通科学博物館にて定例会

８月
トラストトレイン運転日に併せてボランティア参加及び千頭駅ヨ５０００点検

１０月１０日（祝）
信楽高原鉄道沿線トラストハイキング

10:45　草津線貴生川駅信楽線ホーム集合

１１月９日（日）
新装なった保存二条駅舎京都Ｎ電も併せて見学の後定例会

13:00　梅小路SL博物館入り口集合

５月１１日以降の行事は改めて詳しく案内致します。
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１０周年をむかえサークルの将来に期待する
白井　昭

　「とらすととれいん」８３号での私

の提案が舌足らずで、すぐにもSL

の修理にまで進出と受け取った

方も居られました。

　もちろん今すぐSLの修理など

はできません。安全、規則、技術力

など壁が大きすぎます。しかし今

のままでずっと満足していて良い

かというと、それでは勿体ないよう

に思います。

　トラストトレイ

ン、鉄道サーク

ルの将来につ

いて皆さんの意

見は多様です

し、あくまで自由

ですが将来はも

う少し幅広いも

のをめざしたら

と思います。

　ボランティア

ですから楽しむ

ことが大切では

ありますが、本

当の達成観こそが最高の楽しみ

となるでしょう。

　特にナショナルトラストの鉄道

サークルであって見れば、ただ旅

を楽しむだけでなく調査、研究、

保存の楽しみも持ちたいもので

す。

　この道の先輩である欧米の保

存鉄道との交流とか、欧米の活動

を表面だけでなく裏方、実質を紹

介し知っていくことは有用と思い

ます。

　まねる要はなくとも学ぶことは必

要です。

　また、これはすでに実現してい

るがトラストトレインを利用したイ

ベントでのPRも有用でしょう。

　サークルの中の木工、鉄工屋さ

んが増えて保存作業を助けられ

ると良い、時間は掛るが目標を持

てば必ず出来るものであり、今の

まま満足しているのは惜しまれま

す。

シドニー・トラムミュージアムの架線工事

アメリカ・シーショアトロリーミュージアムの線路工事（いずれもボランティアによる）

　欧米の一例を紹介しますが、

車両の修復、保修を自力でやる

ほか、保線や新線工事などが大

きな仕事になっています。

　もちろんボランティアで「エンド

レスハードワーク」だと言いながら

も、家族ぐるみで実に「楽しく」やっ

てます。

　一歩づつ「より深い楽しみ」を

目指したらと願っています。
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稚内に静態保存されているC55型蒸気機関車が解体される！

飾り付けをされた機関車正面

予定の中に稚内への行程を早速

組み入れ、翌１０月に訪ねて来まし

た。

　C55型機関車は、直線を基調と

した均整のとれたスタイルで現役

当時は人気も根強く、晩年には北

海道や九州で

活躍する姿を求

めて、数多くの

ファンが集まっ

たと聞きます。特

に宗谷本線の稚

内近くでは、利

尻富士が見える

好撮影地があっ

たことから、季節

を問わず多くの

愛好者で賑わっ

て いたそうで

す。

　さて、稚内の

北防波堤ドーム

に保存されてい

たのは49号機。

活躍した宗谷本

線終点に近いこ

の地に昭和５１年から保存されて

いたものですが、維持管理してい

た保存会の皆さんの努力の甲斐

もなく、塩害による腐食が甚だしく

保守が出来ないほど老朽化して

しまったので、今回の決定となっ

たということです。

　実際に機関車に接してみると、

腐食を防ぐためにこれまでも幾重

にも塗られた塗料が、重ね塗りさ

れた厚さが容易に判るほど表面

を覆っており、その上所々に腐食

の痕跡が散見されるなど、海岸際

での保存が如何に難しいかを痛

感させられる現状でした。

　今後は、動輪など一部の部品

を保存してゆく方針との市当局の

お話を後日伺いましたが、この

C55型機関車は、北防波堤ドーム

と合わせて稚内の歴史を語るに

ふさわしい文化財だと思われ、貴

重な鉄道文化遺産がこうして失

われてゆくことに誠に残念な思い

を感じながら、後ろ髪を引かれる

思いで稚内を後にしました。

荒木　徹

飾り付けをされて最後の展示をされていたC55 49

　このショッキングなニュースを、

保存蒸気の話題を扱うパソコン

通信のネットワークを通じて詳細

に聴いたのが、９月。折しも道内に

静態保存されている蒸気機関車

の探訪を計画していたため、その
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世界の鉄道アラカルト⑵

レールの見えないベトナム列車
後藤正治

事代込みに成っている点がちが

います。

　サイゴンを定時19時30分に

発車、市内を出れば外は真っ暗

です。

2日目
　列車は1時間以上遅れてトィ

ホァにつきました、でも線路冠水

との事で、発車の様子は有りませ

ん。ホームでは、これ幸いと土地

の人が大雨に濡れながら、食物

等を売り込んでいます。

　トィホァを15時03分に発車し

ますが、すぐ次の小駅でも停車

し16時ころ発車、鉄橋すれすれ

１日目
　翌日ホーチミン着、空港から

市内へ向かう途中に鉄道駅があ

り、入り口には何故かサイゴン駅

と書いてあります。市内の大通り

はバイク（ホンダ）の洪水です。

中国の大都市の大量の自転車

の様に壮観です。

　日中、郊外を廻った後、夕方

サイゴン駅に行きました。発車30

分位前に乗車、大分客が乗って

いました。ハノイ迄行く列車は毎

日2～3本有る様で1,700㎞、約

40時間、2泊3日の行程です。

　料金は中国と同じく「外国人

料金」が有りますが、中国とは食

　「貴方はレールの見えない処
を走る列車」に乗った事があり
ますか？。
　経済向上が著しいと云われる
べトナムで、鉄道がどの様な状
態なのか、９５年１０月（サークル
でのイギリス・ツアーと同じ時）
行ってみました。
　航空機の乗り継ぎのため一
泊したバンコックでは空港を出
たとたん、SL重連の特別列車
にパッタリと、出だしは良かった
のですが……。

車内壁面に掲示の列車時刻表
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迄増水した大きな河を何回も徐

行しながら通りぬけました。

　此の先ダナンと古都フエとの

問に「ハイバン峠」と云う山越え

があり、列車には難所だが沿線

一の見所です。たヾ 通過予定の

時間が遅いので、天気が良けれ

ばと思っていたのですが、そん

なところではありません。

3日目
　夜が明けても雲が低く暗い、7

時前フエを出る。車窓は一面の

海原（水害で）です。フエより2つ

目の小駅で、とうとうストップ、フ

エにバックする。

　予定ではハノイ着の時間だが

フエに停まったままです、（ハノイ

着予定時以後の）今日の昼食か

らは現金払いです。

　午前中の大雨もやみ夕方、17

時半発車する。1日何本かの此

の駅に、同じ北行きの列車が3本

も並んでいたのです。

　実は水が引いて発車したの

ではなかったのです。列車は水

面に船が出すのと同じさざ波を

たてながら、人が歩くより遅く走

行しています。連結部へ行き下

を見る、濁った水だけでレール

が見えない。

　後で聞いた話では日本でも戦

前は此の様なことがあったらし

い、だが私としては始めての経

験である。大ゲサなTVの題名

風に言えば「列車の水中ショー」

です。

　30分位水上を走ったが、フエ

を出て1時間もしないで又小駅

に停車した。隣のコンパートメント

（注）では台湾・上海・サイゴンか

らの客が集まり宴会が始まり、私

も呼ばれる、でも、すぐ消灯にな

る。（停車中なのでバッテリー上

がり予防らしい）

4日目
　昨夕から小駅に停車の一泊

だ。線路と平行の国道を走る長

距離バスのバス停が有り、店や

屋台がいる。雨がやんでいるの

で見物に出て見る、11時40分

発車する。

　その後D L 付け替えの連結

ショックで怪我人が出る様な事も

あるが列車は走り続ける。

5日目
　ハノイには5日目の朝7時すぎ

44時間の延着、予定の2倍だ。

でも日本の様な乗客の不満は聞

かれなかった様だ。

ハノイ以後
　私のその後のプランは大きく

変わった。

　ハノイ市内の見物をカット、8

時発ハイフォン行き列車に乗りハ

ロン湾へ。帰りはハイフォンより列

車に乗らず、空路ダナンへ出、鉄

道に乗り振り出しのサイゴンへ。

（注）コンパートメント＝JRのB
寝台車の通路と寝台が仕切ら
れ、3人又は4人分の座席が向
かい会い、6人又は8人の客室
や、2段寝台向かい合わせの4
人寝室の様な形式を云う。

鉄道沿線の水害の様子（DLのデッキより）
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夕張線紅葉山駅にて
（現在の石勝線新夕張）

夕張線川端付近にて

思
い
出
の
写
真
館
　
33
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昭
和
四
十
九
年
十
二
月
、
私
は
早
朝
の
下
り
気
動
車
で
追
分
を
出
発
し
、
夕
張
線
（
現
在
の
石
勝
線

追
分
〜
新
夕
張
〜
夕
張
間
）
に
石
炭
列
車
の
撮
影
に
行
っ
た
。
石
炭
列
車
と
は
、
石
炭
専
用
の
貨
車
を

中
心
に
編
成
さ
れ
た
貨
物
列
車
の
こ
と
で
あ
る
。
石
炭
列
車
を
牽
引
す
る
の
は
す
べ
て
Ｄ
51
で
あ
っ

も
み
じ
や
ま

た
。
私
は
紅
葉
山
（
現
在
の
新
夕
張
）
に
て
下
車
す
る
と
、
駅
員
が
鉄
チ
ャ
ン
達
を
集
め
て
本
日
の
貨

物
列
車
の
運
行
予
定
や
紅
葉
山
駅
付
近
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
私
は
駅
よ
り
少
し
夕
張
方
面
に
歩
き
、
下
り
石
炭
列
車
を
撮
影
し
た
。
Ｄ
51
は
雪
晴
れ
の
空
の
下
、

白
煙
を
残
し
て
炭
坑
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。そ
れ
か
ら
紅
葉
山
駅
に
て
下
り
石
炭
列
車
の
進
入
お
よ
び

発
車
を
撮
影
し
、
気
動
車
で
川
端
駅
へ
行
っ
た
。

　
私
は
川
端
〜
滝
ノ
上
間
の
鉄
橋
に
て
下
り
石
炭
列
車
を
撮
影
し
た
。ダ
イ
ヤ
上
は
後
補
機
付
の
列
車

で
あ
っ
た
が
、
本
日
は
補
機
な
し
で
残
念
。
そ
の
後
、
川
端
駅
近
く
で
上
り
石
炭
列
車
を
撮
影
。
Ｄ
51

は
満
載
の
石
炭
車
を
30
両
以
上
牽
引
し
、
緩
や
か
な
勾
配
を
登
っ
て
行
っ
た
。
撮
影
後
は
吹
雪
と
な

り
、
や
っ
と
の
思
い
で
川
端
駅
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
駅
に
て
通
過
列
車
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
交
換
の
撮
影

を
試
み
る
も
、
露
出
不
足
で
失
敗
し
た
。
私
は
次
の
気
動
車
で
追
分
に
戻
り
、
機
関
区
を
訪
問
し
た
。

　
私
は
追
分
機
関
区
で
再
び
吹
雪
に
遭
っ
た
。
あ
わ
て
て
機
関
庫
に
飛
び
込
む
と
、
Ｄ
51
の
運
転
室
の

乗
務
員
よ
り
「
あ
が
っ
て
来
な
い
か
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
た
め
、
運
転
室
に
あ
が
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
乗
務
員
氏
は
一
度
火
を
落
と
し
た
Ｄ
51
に
石
炭
を
く
べ
、
蒸
気
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
私
は
乗
務
員
氏
よ
り
夕
張
線
・
室
蘭
本
線
で
の
Ｄ
51
の
運
転
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
私
は
乗
務
員
氏
に
た
の
ん
で
石
炭
を
く
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
Ｄ
51
の
運
転
室
で
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
、
乗
務
員
氏
に
お
礼
を
言
い
、
機
関
庫
を
去
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
約
一
年
後
に
、
夕
張
線
・
室
蘭
本
線
か
ら
Ｄ
51
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
い
ま
は
も

う
石
炭
列
車
も
走
っ
て
い
な
い
。

石
炭
列
車
の
思
い
出
②
　
夕
張
線
撮
影
記

　
　
　
　
伊
藤
栄
一
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〒100 千代田区丸の内2-4-1 丸ビル414区　Phone 03-3214-2631  Fax  03-3214-2633

財団法人日本ナショナルトラスト　 鉄道サークル会報　第85号　1997年3月号

いんふぉめいしょん
臨時総会延期のお知らせ

　３月２２日㈯に予定していました臨時総会ですが、準備不足のため、

ひとまず延期させていただきます。

　なお、恒例のトラストトレイン運行再開前の大掃除は行う予定ですの

で、参加ご希望の方は財団事務所に連絡を入れて下さい。詳細が決ま

り次第連絡をさせていただきます。

カーテン募金について

１９９７年度　鉄道サークル会費徴収のお願い
会　　費　2,000円

納入方法　同封の振替用紙、又は財団事務所へ持参

締　　切　４月末日

※ご注意　振替用紙が同封されていない方は、納める必要がありません。
FAX、パソコン通信ID、インターネットのメールアドレスなどをお持ちの方がいらっしゃいましたら、住所

欄に併記いただけるとうれしいです。（今後の参考とさせていただきます）

ご 協 力 下 さ い！
　SL保存ボランティアのイベントを大井川鉄道と共催で開催し
ますので、参加者の対応及び作業の指導にご協力下さい。
３月２３日㈰　９時３０分　大井川鉄道新金谷駅集合
（東京から青春１８キップを利用する場合は始発になってしまいますが、

朝早くて申し訳ありません。）

９時３０分～  説明・作業分担

１０時００分　一般参加者集合

１０時３０分

　  〜　　  参加者への対応・清掃作業の指導をお願いします

１２時００分　昼食

１２時４５分　金谷駅発

　  〜　　　　トラストトレインに乗車し、３名は通常の添乗業務

１４時０７分　千頭駅着

１５時３０分　千頭駅発

　  〜　　　　トラストトレインに乗車し、３名は通常の添乗業務

１６時４９分　金谷駅着

１７時００分頃　新金谷駅着　片付けをしてミーティング

１７時２０分　解散

ご協力いただける方は、財団の松本までご連絡をお願いします。

　トラストトレインのスハフ４３形客

車のカーテンを取り替えるための

募金ですが、現在まだ予定の限

定数の７８口に達していません。

　そこでサークルとして、少しで

も取り替え時期を早めるために、

比較的払いやすい金額を設定

し、一口5,000円程度として、みん

なで協力しようということになりま

した。ご協力いただける方は、

サークルの口座（0 0 1 4 0 - 7 -

408646 ㈶日本ナショナルトラス

ト 鉄道サークル）へ振り込んで下

さい。（会費と一緒でも結構です）

みなさんもご存知かと思います

が、財団の入居している丸ビル

が建て替えのため、事務所が

引っ越しすることになりました。

新しい住所は

〒100
東京都千代田区
　　丸の内３丁目４番地１号
　　　新国際ビル　８１０区
に３月１７日から変わります。

電話・FAXは従来のままです。

財団の住所が変わります
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